




 

Ⅰ.目的 

 先天性四肢障害は単独で出現することが多いが,一方,他の身体諸器官にも先

天的な異常を合併し,時に特定の症候群を形成することがある。本研究は,四肢

奇形と他器官臓器異常の合併する例について検討し,器官発生の過程における

多面発現効果の役割りを知ることを目的とした。 


